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林
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本
書
で
抄
訳
を
し
た

『鍛
冶
屋
の
娘
』
(
U
K
H
a
R
Z
R

仏
間
間
的

n
F
B
広
島
出
二

O
O
五
年
)
は
、
ト
ル
コ
系
ド
イ

ツ
語
作
家
セ
リ
ム
・
工
ツ
ド
ガ
ン
広
島
ヨ

O
位。阿国コ

一
九
七
一
年
、
ケ
ル
ン
生
ま
れ
)
が
二

O
O四
年
に
発

表
し
た
長
編
小
説
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
、
ト
ル
コ
の

ア
ナ
ト
リ
ア
地
方
の
村
で
鍛
冶
屋
を
営
む
テ
イ
ム
|
ル

と
フ
ァ
ト
マ
と
の
聞
に
生
ま
れ
た
娘
、ギ
ユ
ル
を
主
人
公

と
し
た
物
語
で
、
一
九
六

0
年
代
に
経
済
発
展
で
新
た

な
労
働
力
を
必
要
と
す
る
ド
イ
ツ
に
彼
女
が
夫
と
と
も

に
労
働
移
民
と
し
て
渡
る
ま
で
を
叙
事
的
に
描
い
て
い

る
。エ

ツ
ド
ガ
ン
は
、
と
り
わ
け
九

0
年
代
以
降
に
多
様

化
を
遂
げ
て
き
た
ト
ル
コ
系
ド
イ
ツ
語
文
学
の
一
角
を

占
め
る
。
そ
れ
以
前
の
ト
ル
コ
系
ド
イ
ツ
語
作
家
は
、

ド
イ
ツ
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
生
き
る
労
働
移
民

の
日
常
や
思
い
を
当
事
者
と
し
て
書
く
傾
向
が
強
か
っ

た
が
、
ド
イ
ツ
で
育
っ
た
移
民
二
世
・
三
世
が
ド
イ
ツ

説

社
会
の
様
々
な
場
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
の
と
並
行

し
て
、
ト
ル
コ
系
ド
イ
ツ
語
文
学
も
多
様
化
し
て
行
っ

た
の
で
あ
る
。
実
際
、
エ
ツ
ド
ガ
ン
は
こ
の
小
説
が
出

解

る
二

O
O五
年
ま
で
は
、
ト
ル
コ
系
で
あ
る
こ
と
を
強

く
意
識
さ
せ
る
登
場
人
物
を
あ
ま
り
描
い
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
の
意
味
で
、
移
民
一
世
の
女
性
の
ト
ル
コ
時
代

を
叙
事
的
に
描
く

『鍛
冶
屋
の
娘
』
は
、
そ
れ
ま
で
の

工
ツ
ド
ガ
ン
の
読
者
を
驚
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
時
期
に
移
民
一
世
の
ト
ル

コ
時
代
を
書
い
た
作
家
は
工
ツ
ド
ガ
ン
だ
け
で
は
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ト
ル
コ
系
移
民
二
世
作
家
の

フ
工
リ
ド
ゥ
ン
・
ザ
イ
モ
グ
ル

(
F
E
E
N巳
E
a
r

-
九
六
四
年
、
ト
ル
コ
の
ボ
ル
生
ま
れ
)
も
翌
年
、
長

編
小
説

『レ
イ
ラ
』
で
ア
ナ
卜
リ
ア
地
方
か
ら
イ
ス
タ

ン
プ
ー
ル
を
経
て
ド
イ
ツ
に
労
働
移
民
と
し
て
渡
る
移

民
一
世
の
女
性
の
ト
ル
コ
時
代
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ

ら
移
民
二
世
作
家
に
よ
る

〈ト
ル
コ
回
帰
現
象
〉
は、

広
い
意
味
で
の
異
文
化
問
・
世
代
閣
の
対
話
の
試
み
の

一
つ
だ
と
考
え
る
と
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
O
O五
年
は
、
ト
ル
コ
が
欧
州
連
合
加
盟
交
渉
に
本

格
的
に
入
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
ト
ル
コ
系
移
民
を
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
で
最
も
多
く
抱
え
る
ド
イ
ツ
で
は
、
異
文
化

間
対
話
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
と
ト
ル

コ
の
文
化
の
違
い
は
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
ト
ル
コ
の

文
化
的
背
景
を
持
つ
移
民
一
世
と
ド
イ
ツ
社
会
に
同
化

し
た
移
民
二
世
以
降
の
世
代
の
違
い
と
し
て
も
し
ば
し

ば
現
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
世
の
ト
ル
コ
時
代
を
描
く
二

世
に
よ
る
文
学
は
、
世
代
間
だ
け
で
は
な
く
異
文
化
聞

の
相
互
理
解
を
促
す
き
っ
か
け
に
も
な
ろ
う
。
日
本
で

も
上
映
さ
れ
た
ト
ル
コ
系
移
民
二
世
フ
ア
テ
ィ
・
ア
キ

ン
監
督
の

『そ
し
て
私
た
ち
は
愛
に
帰
る
』
(〉
え
母
『

同

E
R
S
F
5
二
O
O七
年
)
で
、
工
ツ
ド
ガ
ン
の

『鍛

冶
屋
の
娘
』
は
、
ト
ル
コ
系
移
民
一
世
の
年
金
生
活
者

と
そ
の
息
子
で
あ
る
ド
イ
ツ
文
学
教
授
と
の
関
係
を
和

解
へ
と
導
く
象
徴
的
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
役
割
は
、
こ
の
時
期
に
見
ら
れ
た
異
文
化
問
・
世
代

聞
の
対
話
と
い
う
背
景
の
も
と
に
よ
う
や
く
理
解
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

一
年
に

『鍛
冶
屋
の

娘
』
の
続
編

『
ハ
イ
ム
シ
ュ
ト
ラ
|
セ
五
二
番
地
』
を

発
表
し
て
い
る
。
本
書
の
抄
訳
は
こ
の
続
編
の
最
後
に

試
し
読
み
の
た
め
に
添
え
ら
れ
て
い
る
『鍛
冶
屋
の
娘
』

の
抜
粋
を
、
作
者
の
許
可
を
得
て
邦
訳
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

な
お
、

エ
ツ
ド
ガ
ン
は
二
O
一

工
ツ
ド
ガ
ン
は
、
移
民
を
主
人
公
に
し
た
小
説
を
書

く
他
に
、
例
え
ば
、
現
代
の
娯
楽
メ
デ
ィ
ア
環
境
に

お
け
る
人
間
の
あ
り
方
を
問
う
た
近
未
来
小
説

『夢

雫
』

(N
SR
Z
D
Z司ぺ
吋
『
き
ヨ

g
二
O
O
九
年
)
や

欧
州
連
合
時
代
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
小
説

『
D
Z
』
(り
N

二
O
一
三
年
)
の
よ
う
な
、
現
代
に
特
有
の
テ
ー
マ
を

扱
っ
た
意
欲
的
な
小
説
も
書
い
て
お
り
、
彼
は
こ
の
方

面
で
も
今
後
期
待
さ
れ
る
作
家
で
あ
る
。
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